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行に伴って生 じて きたと言うことがで きる。 し




えることができる。つ まり,国 家の教育権 と親
の教育権のバランス,さ らには,そ れらの教育










のは,国 家の教育権 に対 して親の教育権の成立
か ら個入の学習権の拡大に伴った結果であると
言うことがで きる。個人の権利 としての教育 と












「子 どもらしさ」 という社会的人間関係 ・役割
の成立 としてあ らわれてきた。このような 「…
らしさ」 と教育の関係,さ らには,そ のような

















































の増大(社 会的必要性)か ら生 じる読み ・書




















































　個 としての人間が成長 ・発達 し,社 会化を遂
げつつ既存社会に適合するのは,そ の適合する
べ き既存社会の文化 を習得 し,そ の社会の発展
のために貢献することによって実現する。人間
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識 を発展させ るためには,個 入のための教育が
必要不可欠なのである。


































れぞれの役割を演 じつつ,自 らの立場の独 自性
をあ らわす ことができるのが,近 代社会である。
近代社会においては,そ れぞれの入間が自らの
立場 を確立 し,社 会全体の機能に何 らかの形で
かかわ りうることが理想的状態であると言うこ
とがで きる。そこで,必 要 になって くるのが
「… らしさ」構造である。
　一人ひとりの入間は個性 をもつ存在であ り,
個性 とは個々の独 自性である。 しかも,人 間は
社会の維持 ・発展に何 らかの役割を演 じている
のであるから,そ の社会 における役割にはそれ















あるが,成 長 ・発達に伴い個人性 と社会性が発
達するということは,自 らの自己意識における
矛盾が増大することに繋がる。この二側面ゆえ
に生 じる人聞の矛盾 は人間の特徴 を構成 し,

























当性 を否定 したのは,道 徳や教育が極めて現実
的有効性 をもつことが求められ,実 際社会にお
いて有効に機能することの重要性を認めていた
か らである。つまり,道 徳 とは現実社会を具体
的に運用 してい くための基礎 ルールであ り,し
















いて,必 然的に成立 してくる。戦後 日本社会は
第二次世界大戦の敗戦によって自らの国家の歴



















　教育問題が多発 して くる根本原因は,こ のよ
うな道徳が新 しい情報の氾濫す る社会の急激な
変化によって混乱 し,世 代間の教育的関係(親















しか しなが ら,21世 紀の社会において,個 々人
の基本的人権が確立 し,個 入の権利は過剰状態
にな りつつある。そこで生 じて くる新たな問題


































り社会性が衰退 し,そ の結果として,利 己主義
的イデオロギーが広まることになった。
　現在 こそ,社 会における立場や役割 を自覚す
る本来の社会的存在としての人問のあ り方が間
われるべ き時である。
(2>「 … らしさ」から生 じる社会的役割の意義
　社会における立場や役割 を自覚するというこ
とは,自 己意識における個人性 と社会性のバラ
ンスをとるところに成立 して くる。個人性 と社
会性のバ ランスが とれてい る状態 こそ,「 … ら































る危険性がある。 しか しながら.現 代社会にお













既存社会を維持 ・発展させてい く価値体系 とし
ての文化を次世代に伝達 していくということは,
その価値体系に則って生活することが次世代の
人聞を既存社会に適合 させ るとともに.既 存社
会 自体を発展 させることに繋がるのである。そ
のような既存社会の立場に立ち,役 割を演じる
ことこそが,そ の人間の 「… らしさ」を成立さ
せ ることになる。それゆえ,「 … らしさ」 とは







会は,価 値観が混乱 し道徳的混迷の社会であ り,
さらに,そ の結果 として多様な教育問題が発生




















様の形式で実現 してい くわけではないか らこそ.
人間社会自体 も多様な社会構造をもつ ものがあ














じた方法で実現 してい くことが必要であ り。そ
の意味において,意 図的な教育的はたらきかけ
の%C　 条件は被教育:者の 自己形成の状況把握で
あ り,そ れができる最適の立場 にいるのが母親
なのである。母親が第一の教育者であるのは,
生理的早産として生まれてくる入間において特
に大 きな意義をもつ と言 うことができる。母親














(4)社 会構造を成立 させ る世代意識
　 それぞれの社会における歴史や文化が,年 長
世代から年少世代に伝達される過程において,
















問の関係が成立 しにくい状況が至る所 にあ らわ
れて きているのである。文化伝達を成立させる
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に基づいて成立 して くる。つ まり,社 会構造を
成立させる世代意識はその社会の歴史と文化を
高 く評価 し,そ の価値 を次世代 に伝えることの
重要性を年長世代 自身が認識 していなければな
らないz°g。
　現代 日本社会の若者 は,自 国の歴史や文化を











る現代 目本社会において,大 入にな りきれない
大人が急激に増えている。














習得 しているにもかかわ らず,自 らの主体的意
識において自らの行為 を未来 とのかかわ りか ら
























































































































取 り除くべ き問題 あるいは,改 善すべ き問題
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崩れを基本的要素にもつ問題である。そのよう
な問題は,入 間の成長 ・発達 とのかかわりであ
らわれて くるという本質を踏 まえれば,教 育問
題に直面 し,そ れに思い悩むことか ら育成 され
る能力 もあることは確かである。
　 この ように考えると,従 来行われてきたよう
な教育問題の取 り扱いは,必 ず しも教育的で
あったとは言 えない。単純 に教育 問題を解決











　 しか しながら,現 実の教育現場においては,
教育問題は解決するべ きものであ り,そ の対症
療法的取 り組みにのみ終始 し,教 育問題 と教育
実践 とは全 く別の次元で取 り扱われている。
　入間の成長 ・発達はその人間が実際に生活す




問題が時代 とともに変化 してい くのは,そ の社
会状況の変化に応 じて人間が変化 していかなけ
ればならないか らであ り,そ のような教育問題
を一定の理念か ら解決するという形ではな く,
その教育問題の構造から社会状況の変化 を察知






結果生 じてきた学力低下問題 を契機に,基 礎学




も,そ れに的確に対応する能力であ り,そ のよ
うな能力の基礎にはス トレス耐性がなければな
らない。予測不可能な出来事が起 こった時,そ
れに対応するためには,そ の出来事 を正面か ら
受け入れるス トレス耐性 は必要不可欠な要素で









教育問題 こそ,今 後のス トレス耐性育成の絶好
の機会である。 しかも,そ のような教育問題に
対する対応策を教育するためのス トレス耐性育







　2)Hermann　 Holstein:Immanuel　 Fant　 LTber
　　 P臈agogik.4.Auflag　 Ferdinand　 Bochum.
　　 Kamps　 p臈agogische　 Taschenb?her　 S.27.
　3)「 狼に育て られた子 ども」の例やriア マ ラと
　　 カマラ」の例のように,幼 い時の生活環境 に
　　 よって人間は人間 らしくなれない状態 もある。
　4)近 年起 こっている実の母親による幼児虐待は,





　5)も ちろん,貧 しさのゆえに正常 な人間 として
　　 の生活ができない状況にある場合は.家 庭教
　　 育 その ものが成立 しえない場合 も少な くな
　　 かった。
　6)ク リーク(EKrieck,1882～1947)に よって
















10)日 本史における古代史研究の中心 は.邪 馬台
　　国研究であるが,世 界の歴史において,紀 元
　　数世紀の時代を対象 とす る古代史研究 はない。
11)し か しなが ら,古 代ギ リシア時代の民主政治
　　を見ても明 らかなように,多 数決 による民主
　　主義は衆愚政治に堕落す る必然的宿命 をもつ。
12)弱 肉強食的意識と弱者救済的意識 をもつ人間
　　の一般的傾 向が必ず しも,「 人間 らしさ」の
　　根拠になる弱者救済的意識をもつ入のほうが
　　多数にならない場合が多い。





　　え られた本能 と環境 に適 した生活形態におい
　　てのみ生存する。そのバランスが壊れること
　　はその種の絶滅に繋がる。 しか しなが ら,人
　　闘においては,自 己意識で 自らの存在をある
　　程度 自由に方向づけることがで きる側面 をも
　　つ。それゆえにこそ,「 … らしさ」の重要性
　　 もあ らわれて くる。「… らしさ」を否定する
　　立場は,道 徳 を否定す る立場であ り,人 間に









　　 ルと家庭での道徳教育の修正 とい う課題のほ
　　かに,倫 理的価値 に繋がる道徳教育の理念的
　　側面が大 きな位置 を占めている。
17)0.Braun　 und　3.:.　 　 :Schleiermachers








20)こ のような意味において,戦 後Q本 の教育は
　　明らかな誤 りを犯 してしまった。第二次大戦




21) C.P tz:a.　 a.　o.,　S.51.
22)　C.Platz:a,　 a.0.,　S.53.
23)こ の ような支援の教育の負の成果を,企 業側
　　はうま く利用 し,非 正規雇用労働者が全労働
　　者の40%に 達する状態 にまです ることによっ
　　て入件費節約方策に利用 していることも否め
　　ない事実である。
24)現 代社会は科学技術の発展 により,従 来不可
　　能であったことが可能にな り,Q　 が伴 った
　　 ことが容易 にで きるようになっている。 さら
　　に,従 来得 られなかったような快適 さや便利
　　 さを常 に求める社会になって きている。 この
　　 ような快適 さを求める社会こそがス トレス社
　　会と呼ばれる理由は,そ のような社会におい










27)人 聞関係における平等は,物 理的平等 とは異
　　質の ものである。 この点 を理解 しないで,
　　誤った平等観に立つ教師がいることも否定で
　　 きない。





　　問を抱 くものはなかった。 しか しながら,子
　　 どもの本来の姿か ら考えれば.学 級王国は学
　　級崩壊以上に異常な状態である。
29)い じめについては,い じめに対す る耐性育成
　　の教育が求められ,不 登校については,社 会




30)ゆ とり教育を文部科学省が唱えた時 も,具 体
　　的な教育実践 を示 さなかった。
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